
　
「
く
ん
ね
っ
ぷ
再
発
見
」
は
、
広
報
「
く
ん
ね
っ
ぷ
」
の
平
成
17
年
（
２
０
０
５
年
）
５
月
号
か
ら
連
載
し
ま

し
た
。
「
わ
が
町
・
訓
子
府
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
未
来
へ
の
飛
躍
を
誓
お
う
」
と
始
ま
っ
た
シ
リ
ー
ズ
で
す
。

　
開
町
１
０
０
周
年
の
節
目
を
迎
え
、
本
物
語
で
再
掲
載
し
ま
す
。

　
広
報
「
く
ん
ね
っ
ぷ
」
に
掲
載
し
た
ま
ま
の
文
章
お
よ
び
写
真
の
掲
載
を
基
本
と
し
て
い
ま
す
が
、
加
筆
・
修

正
し
、
掲
載
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
ほ
か
、
調
査
等
で
き
た
範
囲
内
で
、
現
状
の
内
容
を
※
印
で
紹
介
し
て
い
る

回
も
あ
り
ま
す
。
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№
１　
「
訓
子
府
」
は
「
ク
ン
ネ
プ
」（
２
０
０
５
年
５
月
号
）

　

わ
が
町
の
名
前
「
く
ん
ね
っ
ぷ
」
は
、
町
史
を
は
じ
め
、
訓
子
府
の
歴
史
を
記
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
書
物
に
「
ク

ン
ネ
ッ
プ
＝
ア
イ
ヌ
語
か
ら
き
て
お
り
、
黒
い
（
暗
い
）
と
こ
ろ
（
川
）」
と
い
う
意
味
で
あ
る
と
説
明
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

ア
イ
ヌ
語
地
名
に
詳
し
く
、「
く
ん
ね
っ
ぷ
の
文
化
財
シ
リ
ー
ズ
第
８
集
・
訓
子

府
町
の
ア
イ
ヌ
語
地
名
」
を
執
筆
し
た
北
見
市
の
「
麦
の
風
文
庫
」
主
宰
・
伊
藤
公

平
さ
ん
に
よ
る
と
、「
ア
イ
ヌ
語
地
名
は
、
江
戸
時
代
の
人
が
そ
の
音
を
字
に
し
た

も
の
。
カ
タ
カ
ナ
表
記
し
た
場
合
『
ク
ン
ネ
プ
』『
ク
ン
ネ
フ
』『
ク
ン
子
ッ
プ
』。『
ク

ン
ネ
ッ
プ
』
は
、
ア
イ
ヌ
語
ク
ン
ネ
プ
が
訓
子
府
と
漢
字
表
記
さ
れ
た
以
後
の
読
み

方
と
思
わ
れ
ま
す
」
と
説
明
し
て
い
ま
す
。

　

漢
字
表
記
は
、
明
治
８
年
以
後
、
国
の
施
策
の
一
環
で
ア
イ
ヌ
語
の
村
名
が
漢
字

に
充
て
ら
れ
て
き
た
そ
う
で
す
が
、「
訓
子
府
」
と
な
っ
た
経
緯
は
「
調
査
中
」（
伊

藤
さ
ん
）
と
言
い
ま
す
。

　
「
訓
子
府
」
の
開
拓
の
礎
、
北
光
社
移
民
団
が
入
地
し
た
「
ク
ン
ネ
ッ
プ
原
野
」
は
、

古
い
地
図
で
は
現
在
の
西
19
号
線
か
ら
西
35
号
線
ま
で
が
「
ク
ン
子
ッ
プ
原
野
」
と

示
さ
れ
、
明
治
24
年
の
北
海
道
庁
の
原
野
区
画
と
し
て
公
表
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
地

名
に
は
多
く
の
歴
史
が
あ
っ
て
お
も
し
ろ
い
で
す
ね
。
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№
２　
村
章
と
し
て
、
ま
ず
決
定　
「
町
章
・
㊤
」（
２
０
０
５
年
６
月
号
）

　

町
章
（
図
）
は
、
い
わ
ゆ
る
町
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
で
す
。

　

続
訓
子
府
町
史
に
よ
る
と
、
町
制
が
施
行
さ
れ
た
昭
和
26
年
11
月
１
日
の
記
念
式
典
に
併
せ
、
町
章
が
制
定
さ

れ
た
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

町
章
の
外
回
り
模
様
は
、
北
の
文
字
を
デ
ザ
イ
ン
化
し
、
同
時
に
北
海
道
、
北
見
地
方
を
表
し
、
中
央
の
「
訓
」

は
訓
子
府
の
頭
文
字
で
、
五
つ
の
円
を
組
み
合
わ
せ
、
町
民
の
相
互
協
力
を
表
し
て
い
ま
す
。

　

役
場
に
あ
る
資
料
を
改
め
て
調
べ
て
み
る
と
、
町
制
が
施
行
さ
れ
る
半
年
前
の
昭
和
26
年
４
月
に
印
刷
さ
れ
た

訓
子
府
村
史
の
表
紙
に
印
刷
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
調
べ
る
と
、「
村
章
」
と
し
て
一
般
公
募
し
て
い
ま
し
た
。
役
場
Ｏ
Ｂ
の
方
な
ど
多
く
の
先
輩
方
の
話

を
総
合
す
る
と
、
昭
和
25
年
６
月
１
日
の
開
村
30
周
年
記
念
日
と
村
史
の
発
刊

に
向
け
て
公
募
し
、
当
時
助
役
だ
っ
た
池
岡
正
俊
氏
が
、
最
終
的
に
デ
ザ
イ
ン

し
た
よ
う
で
す
。

　

一
度
村
章
と
し
て
決
定
し
、
町
制
施
行
に
よ
っ
て
町
章
と
し
て
制
定
さ
れ
た

よ
う
で
す
が
、
村
章
決
定
を
記
述
し
た
も
の
は
、
今
の
と
こ
ろ
見
つ
か
っ
て
い

ま
せ
ん
。

　

次
回
は
、
公
募
さ
れ
た
村
章
の
デ
ザ
イ
ン
な
ど
を
紹
介
す
る
予
定
で
す
。
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№
３　
訓
子
府
の
発
展
願
い
応
募　
「
町
章
・
㊥
」（
２
０
０
５
年
７
月
号
）

　

村
章
と
し
て
公
募
し
た
作
品
は
、
村
内
や
北
見
市
な
ど
か
ら
66
点
あ
り
、
役
場
に
「
永
年
保
存  

訓
子
府
村
章
応
募
作
品
綴
」
と
し
て
保
管
し
て
い
ま
す
。
作
品
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

①
現
在
の
町
章
の
原
型
に
な
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
北
海
道
、
北
見
の
「
北
」
各
三
つ
で
外

周
り
を
囲
み
、「
円
満
で
平
和
な
訓
子
府
」
を
表
し
て
い
ま
す
。

②
外
形
は
木
材
の
断
面
を
表
し
、
稲
を
図
案
化
し
、
平
和
の
使
者
・
鳩
を
中
心
に
「
平
和
な
村
」

を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。

③
北
海
道
、
北
見
の
「
北
」
を
外
側
に
し
、
訓
子
府
の
「
訓
」
を
丸
く
図
案
化
し
て
い
ま
す
。

④
外
周
は
、「
八
尺
の
鏡
」（
天
皇
家
の
象
徴
と
さ
れ
た
三
種
の
神
器
の
一
つ
）
と
し
、
丸
は
平
和

（
輪
）
を
表
し
て
い
ま
す
。

⑤
外
側
は
、
日
本
の
象
徴
ま
た
は
、
平
和
を
表
す
花
・
桜
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
ま
す
。
平
和
な
訓

子
府
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

⑥
稲
と
麦
を
描
き
、
訓
子
府
の
農
作
物
を
表
し
、
牛
馬
は
畜
産
が
盛
ん
で
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い

ま
す
。
中
央
の
カ
ッ
プ
は
、
す
べ
て
の
点
で
他
町
村
よ
り
す
ぐ
れ
て
い
る
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
し

て
い
ま
す
。

　

い
ろ
い
ろ
な
デ
ザ
イ
ン
が
あ
り
ま
す
が
、
訓
子
府
の
平
和
と
発
展
の
願
い
を
込
め
て
い
る
の
は

共
通
し
て
い
ま
す
。

⑥ ⑤ ④ ③ ② ①
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№
４　
町
章
の
直
径
は
72
㎜　
「
町
章
・
㊦
」（
２
０
０
５
年
８
月
号
）

　

町
章
に
は
、
基
本
と
な
る
大
き
さ
が
あ
り
、
役
場
に
そ
の
基
本
形
を
永
久
保
存
し
て
い
ま
す
。

　

外
周
の
直
径
は
、
72
㎜
で
、
線
の
太
さ
は
１
㎜
で
す
。
内
周
の
太
い
線
は
、
５
㎜
の
太
さ
で
直
径
が
60
㎜
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　
「
訓
」
の
文
字
の
太
さ
は
、
縦
線
が
３
・
25
㎜
、
横
線
が
３
㎜
で
、
直
径
が
30
㎜
。

　

こ
の
基
本
形
を
拡
大
・
縮
小
し
て
町
史
な
ど
の
各
種
印
刷
物
や
町
旗
、
マ
ン
ホ
ー
ル
の
ふ
た
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
物
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

村
章
と
し
て
公
募
し
、
町
制
施
行
の
昭
和
26
年
11
月
１
日
に
町
章
と
し
て
制
定
さ
れ
ま
し
た
。
同
日
は
、
役
場

庁
舎
の
落
成
と
公
民
館
の
開
館
記
念
式
典
も
併
せ
て
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

同
じ
年
に
は
、
町
制
施
行
を
記
念
し
た
「
訓
子
府
小
唄
」「
訓

子
府
音
頭
」
が
作
ら
れ
、
レ
コ
ー
ド
も
制
作
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

こ
の
年
、「
道
立
農
業
試
験
場
北
見
支
場
の
移
転
拡
充
構
想
が
発

表
さ
れ
、
北
見
市
、
美
幌
町
、
訓
子
府
村
三
つ
ど
も
え
の
誘
致
合

戦
を
繰
り
広
げ
た
」（
訓
子
府
町
史
）
そ
う
で
、
町
の
歴
史
が
大

き
く
変
化
し
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

5 25 5

3
2

3
2

3
2

3
3

2
10

3 25

25
30
50
60
70
72

2 2
3.25 3.25 3.25
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№
５　
苦
難
の
歴
史
を
伝
え
る
木
碑
（
２
０
０
５
年
９
月
号
）

　

訓
子
府
町
の
基
礎
を
築
い
た
の
は
、
高
知
県
か
ら
の
北
光
社
移
民
団
。

入
植
の
記
念
碑
と
し
て
「
旌せ
い

頌し
ょ
う

碑ひ

」
が
、
居
武
士
小
学
校
東
側
に
あ

り
ま
す
が
、
こ
こ
よ
り
西
側
、
山
上
マ
テ
ッ
ク
㈱
訓
子
府
工
場
（
※
現

會
澤
高
圧
コ
ン
ク
リ
ー
ト
㈱
訓
子
府
工
場
）
敷
地
内
の
常
呂
川
堤
防
近

く
に
入
植
の
木
碑
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

木
碑
は
、
直
径
約
30
㎝
、
高
さ
約
２
ｍ
。
高
さ
30
㎝
ほ
ど
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
台
座
の
上
に
建
ち
、
削
り
取
っ

た
丸
木
の
表
面
に
は
「
大
谷
清
虎　

馬
場
正
吉　

入
植
地
跡
」
と
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
成
８
年
７
月
29
日
に
完

成
し
ま
し
た
。

　

山
上
マ
テ
ッ
ク
の
協
力
を
得
て
日
出
実
践
会
地
域
の
方
々
が
建
て
た
そ
う
で
す
。
呼
び
掛
け
た
の
は
、
訓
子
府

町
出
身
で
東
京
都
在
住
の
日
大
医
学
部
助
教
授
、
泉
琢た
く

麿ま
ろ

さ
ん
（
※
現
訓
子
府
町
日
出
在
住
）。「
開
拓
百
年
の
平

成
８
年
に
地
域
と
し
て
何
か
残
し
て
お
く
べ
き
と
、
地
域
史
と
木
碑
を
事
業
と
し
ま
し
た
」。

　

木
碑
が
建
っ
て
い
る
周
辺
に
大
谷
、
馬
場
両
氏
の
住
宅
が
あ
っ
た
と
、
泉
さ
ん
が
以
前
か
ら
地
域
の
古
老
な
ど

の
話
を
聞
い
て
い
た
そ
う
で
す
。
こ
の
こ
と
は
「
開
拓
百
年
の
歩
み　

日
出
史
」
に
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
谷
、
馬
場
両
氏
ら
13
戸
45
人
が
、
こ
の
地
域
に
入
っ
た
の
は
明
治
30
年
５
月
８
日
。
ク
ン
ネ
ッ
プ
原
野
と
呼

ば
れ
て
い
ま
し
た
。
ひ
っ
そ
り
と
建
つ
木
碑
を
見
て
い
る
と
、
苦
難
の
開
拓
の
歴
史
な
ど
が
思
い
浮
か
び
ま
す
。
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№
６　
「
大
地
く
ん
」、
ム
シ
キ
ン
グ
人
気
で
脚
光
？
（
２
０
０
５
年
10
月
号
）

　
「
ふ
る
さ
と
大
地
く
ん
」
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
町
産
業
観
光
振
興
協
議
会
が
、
平
成
元
年
に
地
場
産
品
Ｐ
Ｒ

の
た
め
に
作
っ
た
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
す
。

　

ク
ワ
ガ
タ
を
図
案
化
し
た
も
の
で
、
こ
の
広
報
「
く
ん
ね
っ
ぷ
」
の
編
集
後
記
で
も
使
っ
て
い
る
ほ
か
、
マ
ン

ホ
ー
ル
の
ふ
た
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
公
園
の
階
段
な
ど
で
も
見
掛
け
ま
す
。

　

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
こ
と
が
、
忘
れ
ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
ク
ワ
ガ
タ
が
戦
う
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム

「
ム
シ
キ
ン
グ
」
で
、
子
ど
も
た
ち
に
再
び
脚
光
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
選
定
は
、
公
募
し
て
集
ま
っ
た
１
３
７
点
の
イ
メ
ー
ジ
に
専
門
家
の
手
を
加
え
、

決
定
し
ま
し
た
。

　

ク
ワ
ガ
タ
に
つ
い
て
は
「
本
町
に
生
息
数
が
多
く
、
特
に
子
ど
も
た
ち
の
人

気
者
、
大
自
然
を
象
徴
し
、
ふ
る
さ
と
を
表
現
し
て
い
る
」
こ
と
が
採
用
理
由

で
、
名
前
は
「
大
自
然
の
夢
を
届
け
る
」
イ
メ
ー
ジ
か
ら
「
ふ
る
さ
と
大
地
く

ん
」
と
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
原
形
に
は
「
緑
・
太
陽
・
銀
河
線
の
街
」
の
文
字
が

入
っ
て
い
ま
す
。
ク
ワ
ガ
タ
の
人
気
が
上
昇
し
ま
し
た
が
、
銀
河
線
の
廃
止
が

決
定
し
、
大
地
く
ん
も
寂
し
そ
う
で
す
。
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№
７　
緑
と
潤
い
あ
ふ
れ
る
ま
ち
に
、
町
木
・
町
花
制
定
（
２
０
０
５
年
11
月
号
）

　

皆
さ
ん
ご
存
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
町
の
木
は
「
オ
ン
コ
」、
町
の
花

は
「
エ
ゾ
ム
ラ
サ
キ
ツ
ツ
ジ
」
で
す
。

　

こ
の
二
つ
は
、
町
の
「
開
基
80
周
年
記
念
事
業
」
の
一
つ
と
し
て
町
民
憲

章
推
進
協
議
会
が
決
め
ま
し
た
。

　

自
然
と
触
れ
合
う
、
生
活
に
潤
い
を
与
え
る
な
ど
環
境
緑
化
推
進
の
ま
ち

づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
制
定
に
向
け
て
昭
和
52
年
に
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

町
の
花
は
「
庭
先
に
気
軽
に
植
え
ら
れ
る
も
の
」、町
の
木
は
「
訓
子
府
町
に
古
く
か
ら
あ
る
木
、シ
ン
ボ
ル
（
象

徴
）
的
な
も
の
」
を
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
募
集
し
た
結
果
、
木
は
オ
ン
コ
、
ナ
ナ
カ
マ
ド
、
シ
ラ
カ
バ
が
全

体
の
25
％
か
ら
30
％
、
花
は
ツ
ツ
ジ
が
40
％
を
占
め
ま
し
た
。

　

町
民
憲
章
推
進
協
議
会
で
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
基
に
、
町
議
会
と
協
議
し
、
同
年
10
月
２
日
の
開
基
80
周
年
記

念
式
典
で
制
定
披
露
を
行
い
ま
し
た
。

　

披
露
し
た
の
は
、
当
時
小
学
６
年
生
だ
っ
た
松
永
諭
さ
ん
と
今
佳
奈
恵
さ
ん
。
松
永
さ
ん
（
東
京
都
在
住
）
は

「
訓
子
府
を
離
れ
て
20
年
以
上
に
な
り
ま
す
。
年
に
一
度
帰
省
し
て
い
ま
す
が
、
自
然
が
豊
か
で
昔
の
面
影
を
残

し
て
く
れ
て
い
る
こ
と
に
ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
」、
今
さ
ん
（
現
姓
・
袰
田
＝
ほ
ろ
た
＝
、
上
川
管
内
和
寒
町
在
住
）

は
「
大
勢
の
中
で
披
露
し
て
緊
張
し
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
自
然
を
大
切
に
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
」

と
話
し
、
二
人
と
も
訓
子
府
の
発
展
を
願
っ
て
い
ま
し
た
。
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№
８　
役
場
の
職
員
、
分
村
時
は
10
人
で
ス
タ
ー
ト
（
２
０
０
５
年
12
月
号
）

　

置
戸
村
か
ら
分
村
し
て
訓
子
府
村
と
な
っ
た
の
が
、
大
正
９
年
（
１
９
２
０
年
）
６
月
１
日
で
す
。

　

訓
子
府
村
史
や
訓
子
府
町
史
に
よ
る
と
、
分
村
時
の
職
員
数
は
、
初
代
村
長
の
山
崎
亮
智
氏
を
含
め
８
人
、
給

仕
、
使し

丁て
い

（
用
務
員
）
の
雇
人
（
臨
時
職
員
）
２
人
で
事
務
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

機
構
と
し
て
は
、
第
一
科
と
第
二
科
が
あ
り
、
第
一
科
に
は
、
勧
業
、
土
木
、
庶
務
、
教
育
、
衛
生
、
兵
事
、

戸
籍
、
兵
事
勧
業
係
、
第
二
科
に
は
税
務
係
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
制
が
施
行
さ
れ
、
訓
子
府
町
に
な
っ
た
の
が
昭
和
26
年
（
11
月
１
日
）。
町
に
保
存
さ
れ
て
い
る
辞
令
簿
に

よ
る
と
、
こ
の
年
の
職
員
は
、
町
長
・
助
役
・
収
入
役
の
特
別
職
３
人
と
一
般
職
が
36
人
で
し
た
。
係
は
、
総
務
・

税
務
・
財
務
・
出
納
・
社
会
・
教
育
・
戸
籍
・
農
林
・
畜
産
統
計
・
商
工
・
土
木
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
大
正
９
年
の
村
長
の
給
与
は
、
月
55
円
、
昭
和
26
年
の
町
長
の
給
与
は
２
万
２
，
０
０
０
円
で
し

た
。
同
時
期
の
白
米
の
値
段
を
見
る
と
、
大
正
８
年
の
東
京
で
の
白
米
小
売
価
格
が
10
㎏
３
円
86
銭
（「
値
段
史

年
表　

明
治
・
大
正
・
昭
和　

週
刊
朝
日
編
」
朝
日
新
聞
社
発
行
）、
昭
和
25
年
で
は
４
４
０
円
（
同
）
と
な
っ

て
い
ま
す
。
人
口
は
、
分
村
時
６
，
５
９
２
人
、
町
制
施
行
時
１
万
９
２
５
人
で
し
た
。

　

現
在
の
役
場
の
機
構
は
、
７
課
１
室
31
係
、
職
員
数
は
１
１
４
人
（
11
月
１
日
現
在
、
特
別
職
・
消
防
含
む
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
令
和
２
年
４
月
１
日
現
在
、
18
課
（
室
等
）
45
係　
１
２
５
人
（
特
別
職
３
人
お
よ
び
消
防
職
員
含
む
）
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№
９　
希
望
に
満
ち
た
ま
ち
づ
く
り
進
め
る
町
民
憲
章
（
２
０
０
６
年
１
月
号
）

　

美
し
い
緑
の
野
山
に
つ
つ
ま
れ
、
常
呂
川
の
清
い
流
れ
に
そ
っ
て
、
発
展
し
て
き
た
訓
子
府
町
に
は
、
い
ま
も
先
人

の
た
く
ま
し
い
開
拓
精
神
が
生
き
て
い
ま
す
。
わ
た
し
た
ち
は
、
い
つ
ま
で
も
郷
土
を
愛
し
、
大
き
く
伸
び
る
訓
子
府

の
町
民
で
あ
る
こ
と
に
誇
り
を
も
っ
て
、
こ
の
憲
章
を
定
め
ま
す

　

こ
れ
は
、
町
民
憲
章
の
前
文
で
す
。
町
で
は
「
自
分
た
ち
の
住
む
郷
土
に
は
、
だ
れ
で
も
愛
着
が
あ
り
、
住
み

よ
い
郷
土
の
限
り
な
い
発
展
を
願
っ
て
い
る
」
と
の
考
え
か
ら
、
こ
の
願
い
を
「
町
民
憲
章
」
と
し
て
表
そ
う
と
、

大
正
９
年
に
置
戸
村
か
ら
分
村
し
、満
50
年
を
迎
え
た
昭
和
45
年
６
月
に
「
訓
子
府
町
民
憲
章
起
草
審
議
会
」（
委

員
５
人
）
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

審
議
会
で
は
、
制
定
市
町
村
（
当
時
管
内
で
は
、
10
市
町
村
が
制
定
）
の
文
例
検
討

や
町
民
憲
章
の
考
え
方
を
全
町
民
に
問
い
掛
け
る
な
ど
し
て
、
案
を
つ
く
り
答
申
。
同

年
７
月
18
日
の
町
議
会
で
制
定
の
同
意
を
受
け
、
８
月
１
日
に
制
定
告
示
し
ま
し
た
。

　

前
文
に
続
き
、
５
項
目
の
憲
章
（
広
報
表
紙
参
照
＝
※
現
在
カ
レ
ン
ダ
ー
の
ペ
ー
ジ

に
掲
載
）
を
制
定
し
て
い
ま
す
。
前
文
そ
し
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
に
趣
旨
が
付
け
ら
れ
、

い
ず
れ
も
自
然
と
先
人
に
感
謝
し
、
未
来
に
対
す
る
「
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
」
と
し
て
い

ま
す
。
町
の
法
律
で
も
あ
る
町
民
憲
章
を
改
め
て
考
え
、
暮
ら
し
に
生
か
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。
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№
10　
多
く
の
歴
史
刻
む
妻
恋
橋
と
叶
橋
（
２
０
０
６
年
２
月
号
）

　
「
む
か
し
、
こ
の
川
が
氾
濫
し
て
、
夫
婦
が
両
岸
に
別
れ
別
れ
と
な
っ
た
た
め
、
夫

が
妻
の
身
を
想
っ
て
幾
日
も
幾
日
も
鹿
笛
を
吹
き
続
け
た
と
い
う
言
い
伝
え
か
ら
、
古

い
橋
の
名
を
妻
恋
橋
と
い
い
ま
し
た
」

　

町
を
南
北
に
分
断
し
て
い
る
常
呂
川
に
架
か
る
叶
橋
。
冒
頭
の
言
い
伝
え
か
ら
、
も

と
も
と
は
妻
恋
橋
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
言
い
伝
え
は
、
叶
橋
に
設
置
さ
れ
た

高
欄
パ
ネ
ル
の
１
枚
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

妻
恋
橋
は
、
明
治
42
年
道
道
相
内
陸
別
線
開
削
の
際
、
木
橋
と
し
て
完
成
し
ま
し
た
。

現
叶
橋
の
少
し
上
流
。
こ
の
妻
恋
橋
は
、
昭
和
９
年
に
叶
橋
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
水
害
で
流
出
の
被
害
を

繰
り
返
し
て
い
た
た
め
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
永
久
橋
建
設
の
要
望
が
強
か
っ
た
た
め
で
す
。

　

こ
の
と
き
、
建
設
に
尽
力
し
た
当
時
の
網
走
土
木
事
務
所
（
※
現
オ
ホ
ー
ツ
ク
総
合
振
興
局
網
走
建
設
管
理
部
）

の
所
長
の
名
前
に
ち
な
み
、
か
つ
地
域
の
長
年
の
願
い
が
叶
っ
た
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
、
名
付
け
ら
れ
ま
し

た
。

　

町
開
基
１
０
０
年
の
平
成
８
年
に
現
在
の
叶
橋
が
完
成
。
さ
ま
ざ
ま
な
歴
史
を
刻
み
、
妻
恋
橋
の
名
も
抱
え
、

町
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
叶
橋
。

　

現
在
、
妻
恋
橋
の
名
は
、
地
酒
に
付
け
ら
れ
て
い
る
（
※
現
在
は
生
産
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
）
ほ
か
、
町
制
施
行

の
昭
和
26
年
に
で
き
た
「
く
ん
ね
っ
ぷ
音
頭
」
の
歌
詞
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
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№
11　
絵
地
図
で
昔
の
訓
子
府
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
（
２
０
０
６
年
３
月
号
）

　

昭
和
24
年
の
街
並
み
は
？

　

く
ん
ね
っ
ぷ
歴
史
館
に
、
こ
の
当
時
の
中
心
市
街
地
を
描
い
た
地
図
が
あ
り
ま
す
。「
訓
子
府
村
市
街
絵
地
図
」

で
、
訓
子
府
町
高
園
出
身
の
谷
口
修
平
さ
ん
（
横
浜
市
在
住
）
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

市
街
地
を
真
上
か
ら
見
た
形
の
地
図
の
大
き
さ
は
、
縦
１
０
０
㎝
横
80
㎝
で
、
北
は
南
10
線
、
南
は
常
呂
川
辺

り
、
東
は
常
照
寺
付
近
か
ら
西
は
若
富
町
の
最
勝
寺
付
近
ま
で
の
範
囲
。

　

地
図
を
見
る
と
、
駅
前
や
道
道
北
見
置
戸
線
な
ど
に
さ
ま
ざ
ま
な
店
舗
が
並
び
、
戦
後
徐
々
に
発
展
し
て
き
た

様
子
が
う
か
が
え
ま
す
。
ま
た
、
現
在
の
役
場
庁
舎
や
中
学
校
周
辺
は
、
地
図
で
は
ま
だ
畑
で
し
た
。

　

消
防
支
署
は
、
同
じ
場
所
で
「
消
防
番
屋
」
と
記
さ
れ
、「
馬
車
屋
」
な
ど
時
代
を
感
じ
さ
せ
る
店
も
あ
り
ま

し
た
。

　

谷
口
さ
ん
は
、
大
学
卒
業
後
ソ
ニ
ー
に
入
社
。
デ
ザ
イ
ン
会
社
を
経
営
す

る
な
ど
、
工
業
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。「
６
、
７
年
前
に

訓
中
の
同
窓
会
で
、
友
人
た
ち
と
当
時
の
地
図
が
あ
っ
た
ら
い
い
な
ど
と
話

が
出
て
、
小
学
校
５
、
６
年
生
ご
ろ
の
記
憶
を
頼
り
に
パ
ソ
コ
ン
で
作
り
ま

し
た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

歴
史
館
で
は
、
訓
子
府
の
昔
を
知
る
資
料
と
し
て
、
観
覧
を
呼
び
掛
け
て

い
ま
す
。
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№
12　
居
小
開
校
90
周
年
、
歴
史
物
語
る
校
門
（
２
０
０
６
年
４
月
号
）

　

訓
子
府
開
拓
の
礎
、
北
光
社
移
民
団
が
入
っ
た
地
、
大
谷
地
区
（
当
時
訓
子
府
原
野
オ
ロ
ム
シ
）
に
建
つ
居
武

士
小
学
校
が
、
今
年
開
校
90
周
年
を
迎
え
、
11
月
に
記
念
式
典
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

居
小
は
、
大
正
５
年
に
訓
子
府
小
学
校
所
属
居
武
士
教
授
場
と
し
て
開
校
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
そ
れ
ま
で

こ
の
地
域
の
子
ど
も
た
ち
は
、
明
治
34
年
に
現
在
の
北
見
市
上
と
こ
ろ
に
開
校
し
た
訓
子
府
小
学
校
（
現
上
常
呂

小
学
校
）
へ
通
学
し
て
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
当
時
の
野
付
牛
村
か
ら
訓
子
府
が
所
属
す
る
置
戸
村
が
分
村
し
、

現
在
の
訓
小
に
通
学
区
域
が
変
更
さ
れ
、
よ
り
遠
距
離
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
地
域
住
民
の
方
の
尽
力
で
小

学
校
開
設
に
至
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
何
度
も
増
築
、
改
築
、
新
築
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
現
校
舎
は
、
昭
和
54
年

に
落
成
し
ま
し
た
。
現
校
舎
を
見
守
る
古
い
校
門
が
、
学
校
菜
園
の
場
所
に
建
っ
て
い

ま
す
。

　

門
柱
の
裏
側
に
は
「
昭
和
拾
七
年
拾
月
」
と
刻
ま
れ
て
お
り
、
昭
和
17
年
に
２
代
目

の
校
舎
が
誕
生
し
た
と
き
に
建
て
ら
れ
た
も
の
で
す
。
当
時
の
校
門
が
残
さ
れ
た
の
は
、

現
校
舎
落
成
と
居
小
創
立
65
周
年
記
念
事
業
協
賛
会
が
、
歴
史
を
保
存
し
よ
う
と
、
校

舎
新
築
の
際
に
移
設
保
存
し
た
そ
う
で
す
。

　

訓
子
府
の
歴
史
発
祥
の
地
で
も
あ
る
「
オ
ロ
ム
シ
」
の
教
育
の
歴
史
を
語
る
校
門
で

す
。
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№
13　
銀
河
線
別
ル
ー
ト
に
市
街
予
定
地
跡
（
２
０
０
６
年
５
月
号
）

　

町
の
南
西
部
で
、
置
戸
町
、
十
勝
管
内
陸
別
町
と
接
す
る
常
盤
地
区
。
こ
こ
に
教
育
委
員
会
が
平
成
３
年
11
月

に
設
置
し
た
「
市
街
予
定
地
跡
」
の
史
跡
標
示
板
が
あ
り
ま
す
。

　

続
訓
子
府
町
史
に
は
、「
鉄
道
通
過
の
候
補
地
で
あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
」
と
、
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

鉄
道
と
は
、
４
月
に
廃
線
と
な
っ
た
ふ
る
さ
と
銀
河
線
の
前
身
、
網
走
本
線
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
網
走
本

線
は
、
訓
子
府
開
拓
の
礎
・
北
光
社
移
民
団
の
幹
部
だ
っ
た
澤
本
楠
弥
、
前
田
駒
次
両
氏
ら
の
尽
力
で
敷
設
さ
れ

ま
し
た
が
、
町
史
な
ど
に
よ
る
と
、
計
画
段
階
で
十
勝
管
内
池
田
―
網
走
間
の
ル
ー
ト
が
陸
別
か
ら
津
別
、
美
幌

を
抜
け
、
野
付
牛
（
現
・
北
見
市
）
を
通
ら
な
い
と
い
う
風
評
も
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
津
別
、
美
幌
ル
ー
ト
の
風
評
が
常
盤
地
区
に
市
街
地
形
成
の

構
想
を
浮
上
さ
せ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

訓
子
府
の
現
在
の
市
街
地
は
、
明
治
44
年
に
訓
子
府
駅
が
開
設
さ

れ
て
か
ら
急
速
に
発
展
し
ま
し
た
。
も
し
か
す
る
と
、
こ
の
よ
う
な

市
街
地
が
常
盤
地
区
に
で
き
て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

※
史
跡
標
示
板
は
現
在
新
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
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№
14　
訓
子
府
の
面
積
、
レ
ク
公
園
７
０
０
個
分
（
２
０
０
６
年
６
月
号
）

　

訓
子
府
町
の
面
積
は
、
１
９
０
・
89
㎢
で
す
。
国
土
交
通
省
国
土
地
理
院
が
公
表
し
て
い
ま
す
。
町
史
な
ど
町

の
資
料
に
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
資
料
で
面
積
の
推
移
を
見
て
み
る
と
、
明
治
30
年
、
常
呂
外
六
か
村
戸
長
役
場
か
ら
、
野
付
牛
外

一
か
村
（
旧
北
見
市
・
訓
子
府
町
・
置
戸
町
・
留
辺
蘂
町
の
エ
リ
ア
）
戸
長
役
場
時
代
に
入
っ
た
と
き
の
面
積
は
、

１
，
８
６
６
㎢
で
し
た
。

　

ま
た
、
訓
子
府
地
域
を
含
む
置
戸
村
が
大
正
４
年
に
分
村
し
た
と
き
の
置
戸
村
の
面
積
は
、
７
２
０
㎢
、
大
正

９
年
に
置
戸
村
か
ら
訓
子
府
村
と
し
て
分
村
し
た
と
き
は
、
現
在
と
ほ
ぼ
同
じ
１
９
０
・
15
㎢
で
し
た
。

　

市
町
村
合
併
前
の
網
走
管
内
26
市
町
村
の
中
で
は
、
５
番
目
に
小
さ
な
面
積
で
し
た
が
、
昨
年
と
今
年
３
地
域

で
合
併
が
行
わ
れ
、
訓
子
府
は
２
番
目
に
小
さ
な
面
積
に
な
り
ま
し
た
。

　

市
町
村
自
治
研
究
会
編
集
の
全
国
市
町
村
要
覧
17
年
版
（
国
土
地
理
院
公
表
平
成
16
年
10
月
１
日
現
在
）
で
は
、

全
国
２
，
２
３
９
市
区
町
村
の
６
２
９
番
目
の
広
さ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
北
海
道
の
市
町
村
面
積
が
本
州
な
ど
に

比
べ
て
、
い
か
に
広
い
か
分
か
り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
よ
く
利
用
さ
れ
て
い
る
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
公
園
は
27‌

ha
で
、
こ
の
約
７
０
０
倍
の
広
さ
が
訓
子
府

町
で
す
。

※
国
土
地
理
院
の
平
成
26
年
全
国
都
道
府
県
市
区
町
村
別
面
積
調
で
１
９
０
・
95
㎢
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

現
在
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
で
最
も
面
積
が
小
さ
い
自
治
体
と
な
っ
て
い
ま
す
。

くんねっぷ再発見　226



№
15　
町
の
歴
史
を
見
つ
め
続
け
る
保
存
樹
木
（
２
０
０
６
年
７
月
号
）

　

未
開
の
大
地
に
開
拓
の
鍬
が
下
ろ
さ
れ
て
か
ら
１
１
０
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
原
生
林
の
面
影
を
残
し
て
い
る

地
域
も
あ
り
ま
す
。

　

開
拓
当
時
か
ら
の
原
生
木
や
こ
の
地
に
移
住
し
た
記
念
に
植
栽
さ
れ
た
樹
木
な
ど
が
多
数
あ
り
、
町
教
育
委
員

会
で
は
町
の
保
存
樹
木
と
し
て
指
定
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
指
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、
14
か
所
24
本
（
※
令
和
２
年
８
月
１
日
現
在
13
か
所
23
本
）
で
す
。
こ
の
う
ち

訓
子
府
小
学
校
校
庭
に
あ
る
ハ
ル
ニ
レ
３
本
と
カ
ツ
ラ
１
本
は
、
町
の
歴
史
と
と
も
に
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
も

見
守
っ
て
い
ま
す
。
４
本
は
、
い
ず
れ
も
樹
齢
２
５
０
年
以
上
と
さ
れ
る
原
生
木
で
す
。
昭
和
60
年
10
月
１
日
に

保
存
樹
木
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
に
訓
子
府
小
学
校
を
巣
立
っ
て
い
っ
た
の
は
、
１
万
１
，
０
０
０
人

を
超
え
て
い
ま
す
。
卒
業
生
た
ち
は
、
胸
に
樹
木
の
思
い
出
を
刻
み
、
学
び
舎
と

同
じ
く
ら
い
に
ニ
レ
の
木
に
親
し
み
を
持
っ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

北
の
大
地
で
た
く
ま
し
く
生
き
て
き
た
多
く
の
樹
木
。
今
後
も
町
の
さ
ま
ざ
ま

な
歴
史
を
見
つ
め
て
い
く
の
で
し
ょ
う
。

※
こ
の
ニ
レ
の
木
は
平
成
28
年
８
月
17
日
の
台
風
７
号
の
強
風
で
幹
折
れ
し
、
安
全
の
た
め
翌
日
伐
採
し
ま
し
た
。
訓

小
の
シ
ン
ボ
ル
だ
け
に
、
11
月
１
日
に
は
開
基
１
２
０
年
記
念
事
業
と
し
て
同
じ
場
所
に
ハ
ル
ニ
レ
の
木
を
植
栽
し

ま
し
た
。
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№
16　
訓
子
府
の
歴
史
に
名
を
刻
む
エ
レ
コ
ー
ク
（
２
０
０
６
年
８
月
号
）

　

こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
第
１
回
目
に
訓
子
府
の
地
名
に
つ
い
て
ア
イ
ヌ
語
か
ら
き
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
が
、

北
海
道
の
地
名
に
は
ア
イ
ヌ
語
か
ら
付
け
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
北
見
地
方
も
ア
イ
ヌ
民
族
と
の
関
わ
り

が
深
い
こ
と
が
い
ろ
い
ろ
な
史
実
で
分
か
り
ま
す
。

　

訓
子
府
町
実
郷
の
道
道
沿
い
に
、
町
教
育
委
員
会
が
昭
和
62
年
に
設
置
し
た
「
平
村
エ
レ
コ
ー
ク
住
居
跡
」
の

標
示
板
が
あ
り
ま
す
。
エ
レ
コ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、
訓
子
府
町
史
を
は
じ
め
、
北
見
市
史
や
置
戸
町
史
に
も
記
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

エ
レ
コ
ー
ク
は
、
明
治
19
年
ご
ろ
東
京
の
狩
猟
者
と
と
も
に
日
高
支
庁
（
※
現
日
高
振
興
局
）
平
取
町
か
ら
、

オ
ロ
ム
シ
地
区
（
※
現
訓
子
府
町
大
谷
）
に
入
り
、
こ
の
地
方
で
狩
猟
生
活
を
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

町
教
委
が
、
日
出
に
住
む
お
年
寄
り
か
ら
、
現
在
の
標
示
板
の
立
つ
辺
り
に
エ
レ
コ
ー
ク
の
住
居
が
あ
っ
た
こ

と
を
聞
き
、
標
示
板
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

エ
レ
コ
ー
ク
は
、
廃
線
と
な
っ
た
ふ
る
さ
と
銀
河
線
の
前
身
、
網
走
本
線

敷
設
の
実
地
踏
査
の
際
に
関
係
者
を
十
勝
管
内
池
田
町
ま
で
道
案
内
し
た
り
、

網
走
監
獄
を
逃
げ
出
し
た
凶
悪
犯
と
格
闘
し
、
北
海
道
庁
長
官
か
ら
感
謝
状

を
受
け
た
と
い
う
逸
話
も
あ
り
、
こ
の
地
方
の
歴
史
と
深
い
つ
な
が
り
が
あ

っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

※
史
跡
標
示
板
は
現
在
新
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
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№
17　
訓
子
府
消
防
が
誕
生
し
て
90
年
㊤
（
２
０
０
６
年
９
月
号
）

　

訓
子
府
町
史
や
訓
子
府
消
防
史
な
ど
に
よ
る
と
、
訓
子
府
消
防
の
組
織
自
体
は
、
公
設
消
防
組
が
設
置
さ
れ
る

前
の
大
正
２
年
、
マ
ッ
チ
軸
を
製
造
す
る
草
野
製
軸
訓
子
府
工
場
が
、
手
押
し
ポ
ン
プ
１
台
を
備
え
、
工
員
を
訓

練
し
て
万
一
に
備
え
た
こ
と
が
始
ま
り
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
大
正
４
年
の
草
野
工
場
の
火
災
を
機
に
私
設
訓
子
府
消
防
組
が
組
織
さ
れ
、
翌
５
年
に
公
設
消
防
組

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
公
設
消
防
組
の
設
置
を
現
在
の
訓
子
府
消
防
団
の
始
ま
り
と
し
て
今
年
90
年
を
迎
え

ま
し
た
。
こ
の
公
設
消
防
組
は
、
警
察
当
局
の
指
揮
監
督
の
下
で
活
動
し
て
い
ま
し
た
。
昭
和
12
年
に
は
、
戦
争

な
ど
の
対
応
の
た
め
に
防
護
団
が
結
成
さ
れ
、
昭
和
14
年
に
消
防
組
と
統
合
し
、
訓
子
府
村
警
防
団
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。

　

昭
和
23
年
に
市
町
村
長
が
管
理
す
る
自
治
体
消
防
に
移
行
、
同
47
年
に
は
訓
子

府
町
の
ほ
か
、
北
見
市
、
端
野
町
、
置
戸
町
１
市
３
町
の
北
見
地
区
消
防
組
合
が

誕
生
。
現
在
は
、
平
成
18
年
３
月
５
日
に
北
見
市
、
端
野
町
、
留
辺
蘂
町
、
常
呂

町
と
合
併
し
た
「
新
・
北
見
市
」
と
訓
子
府
町
、
置
戸
町
の
１
市
２
町
に
再
編
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

訓
子
府
消
防
90
年
記
念
と
し
て
懐
か
し
い
写
真
や
古
い
消
防
用
具
な
ど
を
来
年

３
月
末
ま
で
く
ん
ね
っ
ぷ
歴
史
館
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

※
消
防
用
具
は
一
部
常
設
展
示
し
て
い
ま
す
。
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№
18　
訓
子
府
消
防
が
誕
生
し
て
90
年
㊦
（
２
０
０
６
年
10
月
号
）

　

現
在
、
消
防
団
員
は
１
０
５
人
、
消
防
職
員
は
14
人
い
ま
す
。
消
防
車
両
は
、
訓
子
府
支
署
、
消
防
団
合
わ
せ

て
９
台
（
広
報
車
な
ど
含
む
）、
救
急
車
は
１
台
所
有
し
、
住
民
皆
さ
ん
の
生
活
の
安
全
を
守
り
続
け
て
い
ま
す
。

　

消
防
設
備
の
一
部
と
し
て
欠
か
せ
な
い
の
が
、
サ
イ
レ
ン
で
す
。
大
正
５
年
の
訓
子
府
消
防
組
創
設
時
か
ら
昭

和
９
年
ま
で
は
、
サ
イ
レ
ン
で
は
な
く
「
半
鐘
」
と
呼
ば
れ
る
鐘
が
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

半
鐘
と
と
も
に
、
消
防
の
シ
ン
ボ
ル
と
言
え
る
の
が
火
の
見
や
ぐ
ら
（
望
楼
）
で
す
。
消
防
組
創
設
時
は
、
現

訓
子
府
支
署
庁
舎
近
く
に
は
し
ご
造
り
の
火
の
見
や
ぐ
ら
が
建
て
ら
れ
、
そ
の
頂
上
に
半
鐘
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

訓
子
府
消
防
史
に
よ
る
と
、
火
の
見
や
ぐ
ら
は
木
造
の
た
め
、
た
び
た
び
修
理
さ
れ
ま
し
た
が
、
昭
和
９
年
に

は
５
３
０
円
で
鉄
骨
造
り
と
な
り
、
同
時
に
半
鐘
に
代
わ
っ
て
サ
イ
レ
ン
が
備
え
付
け
ら
れ
た
と
記
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

サ
イ
レ
ン
は
時
報
に
も
利
用
さ
れ
、
火
災
な
ど
を
知
ら
せ
る
ほ
か
、
住
民
の

方
の
日
常
生
活
の
一
部
に
も
な
り
ま
し
た
。

　

当
時
使
わ
れ
て
い
た
半
鐘
が
、
訓
子
府
支
署
庁
舎
玄
関
横
に
今
も
残
っ
て
お

り
、
訓
子
府
消
防
の
歴
史
を
見
守
る
と
同
時
に
、
防
火
思
想
の
普
及
に
一
役
買

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
後
ろ
に
は
20
ｍ
の
望
楼
が
そ
び
え
て
い
ま
す
。

※
令
和
２
年
８
月
１
日
現
在
、
団
員
１
０
０
人
、
職
員
15
人
、
車
両
10
台
と
な
っ

て
い
ま
す
。
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№
19　
静せ
い

寂じ
ゃ
く
と
轟ご
う
音お
ん
の
流
れ
持
つ
常
呂
川
（
２
０
０
６
年
11
月
号
）

　

訓
子
府
の
ま
ち
を
西
か
ら
東
に
流
れ
る
常
呂
川
。
こ
の
流
れ
は
、
豊
か
な
大
地
を
生
み
出
し
ま
し
た
。
時
に
は

そ
の
大
地
に
牙
を
向
け
る
こ
と
も
あ
り
、
今
年
８
月
と
10
月
の
大
雨
で
大
き
く
増
水
し
た
こ
と
で
も
、
洪
水
の
恐

ろ
し
さ
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

網
走
開
発
建
設
部
が
発
行
し
た
北
見
河
川
事
務
所
30
年
史
な
ど
に
よ
る
と
、
常
呂
川
は
、
置
戸
町
鹿
ノ
子
ダ
ム

の
奥
、
大
雪
山
系
三
国
山
（
標
高
１
，
５
４
１
ｍ
）
に
そ
の
源
を
発
し
て
い
ま
す
。
全
長
１
２
０
㎞
、
流
域
面
積

１
，
９
３
０
㎢
。

　

置
戸
町
か
ら
訓
子
府
町
そ
し
て
、
北
見
市
北
見
自
治
区
で
同
じ
く
訓
子
府
町
を
流

れ
る
訓
子
府
川
と
合
流
、
さ
ら
に
北
見
市
留
辺
蘂
自
治
区
か
ら
流
れ
て
く
る
無
加
川

と
も
合
流
し
、
北
見
市
端
野
自
治
区
を
経
て
、
北
見
市
常
呂
自
治
区
で
オ
ホ
ー
ツ
ク

海
に
注
い
で
い
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
資
料
で
は
、
常
呂
川
は
明
治
時
代
か
ら
大
雨
な
ど
で
氾
濫
を
繰
り
返

し
、
流
域
に
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
そ
の
都
度
川
の
流
れ
を
変
え
て
い
る
と
記

さ
れ
て
い
ま
す
。
流
域
で
は
、
こ
う
し
た
自
然
災
害
の
脅
威
と
、
川
が
も
た
ら
す
多

種
多
様
な
恵
み
と
い
う
、
常
呂
川
の
相
反
す
る
素
顔
を
長
い
歴
史
の
中
で
見
つ
め
続

け
て
い
ま
す
。
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№
20　
駒
里
に
地
震
観
測
点
、
予
知
研
究
の
デ
ー
タ
に
㊤
（
２
０
０
６
年
12
月
号
）

　

地
震
、
風
雨
そ
し
て
竜
巻
な
ど
、
今
年
は
身
近
な
と
こ
ろ
で
自
然
の
脅
威
を
見
せ
つ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

脅
威
の
一
つ
、
地
震
の
観
測
点
が
駒
里
に
あ
り
ま
す
。

　

北
海
道
大
学
大
学
院
理
学
研
究
院
附
属
地
震
火
山
研
究
観
測
セ
ン
タ
ー
が
昭
和
60
年
４
月
に
設
置
し
ま
し
た
。

道
内
に
同
様
の
観
測
点
が
46
か
所
あ
り
、
そ
の
中
の
一
つ
で
す
。

　

同
セ
ン
タ
ー
の
一
柳
昌
義
技
官
に
よ
る
と
、
人
が
感
じ
な
い
よ
う
な
微
小
地
震
を
検
知
す
る
地
震
計
と
地
震
予

知
の
た
め
に
地
殻
変
動
を
観
測
す
る
計
器
が
設
置
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。「
道
内
他
地
域
の
地
震
計
と
と
も
に
、

道
内
で
発
生
し
た
地
震
の
震
源
を
決
定
す
る
た
め
な
ど
に
設
置
し
、
24
時
間
電
話
回
線
で
セ
ン
タ
ー
、
さ
ら
に
札

幌
管
区
気
象
台
に
デ
ー
タ
が
送
ら
れ
ま
す
」
と
言
い
ま
す
。

　

観
測
さ
れ
た
デ
ー
タ
は
、
震
源
決
定
や
、
地
震
活
動
に
つ
い
て
の

研
究
材
料
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
気
象
台
か
ら
地
震
情
報
の
各
機
関

へ
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
こ
の
地
震
計
は
微
小
地
震
を
記
録
す
る
も
の
で
、
震
度
情
報
の

た
め
の
デ
ー
タ
と
し
て
は
利
用
し
て
い
ま
せ
ん
」（
一
柳
さ
ん
）。
震

度
を
示
す
強
震
計
は
役
場
敷
地
内
に
北
海
道
が
設
置
し
て
お
り
、
地

震
が
発
生
し
た
場
合
、
庁
舎
内
の
標
示
板
に
震
度
が
記
さ
れ
ま
す
。
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№
21　
駒
里
に
地
震
観
測
点
、
予
知
研
究
の
デ
ー
タ
に
㊦
（
２
０
０
７
年
１
月
号
）

　

駒
里
に
あ
る
北
海
道
大
学
大
学
院
理
学
研
究
院
附
属
地
震
火
山
研
究
観
測
セ
ン

タ
ー
の
観
測
点
。
昨
年
12
月
号
で
、
微
小
地
震
を
検
知
す
る
地
震
計
と
地
震
予
知

の
た
め
に
地
殻
変
動
を
観
測
す
る
計
器
が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
ま
し

た
。

　

同
セ
ン
タ
ー
の
一
柳
昌
義
技
官
に
よ
る
と
、
こ
の
地
殻
変
動
を
観
測
す
る
計
器

は
、「
ひ
ず
み
計
」
と
「
傾
斜
計
」
が
設
置
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
ひ
ず
み
計
は
、

地
面
の
伸
び
や
縮
み
を
計
り
、
傾
斜
計
は
地
面
の
傾
斜
を
計
る
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ら
計
器
は
、
駒
里
に
建
て
ら
れ
て
い
る
観
測
所
内
の
ト
ン
ネ
ル
の
中
に
あ

り
ま
す
。「
ト
ン
ネ
ル
は
岩
盤
の
中
に
向
か
い
Ｙ
字
型
に
な
っ
て
お
り
、
Ｙ
の
両

端
と
観
測
所
側
入
り
口
に
向
か
っ
て
、
ひ
ず
み
計
、
傾
斜
計
を
３
セ
ッ
ト
ず
つ
設

置
し
て
い
ま
す
」（
一
柳
さ
ん
）
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

同
様
の
観
測
点
は
、
太
平
洋
沿
岸
と
苫
前
町
（
留
萌
管
内
）、
愛
別
町
（
上
川
管
内
）
に
あ
り
、
苫
前
町
か
ら

訓
子
府
町
に
向
か
っ
て
一
直
線
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
駒
里
地
区
は
岩
盤
が
固
く
し
っ
か
り
し
、
地
震
波
が

伝
わ
り
や
す
い
こ
と
か
ら
、
本
町
駒
里
に
設
置
し
た
そ
う
で
す
。

　

本
町
で
の
デ
ー
タ
が
大
地
震
を
予
知
す
る
研
究
に
活
用
さ
れ
、
予
知
が
実
現
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
い
い
で
す

ね
。
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№
22　
町
内
の
橋
の
総
延
長
は
２
・
３
㎞
（
２
０
０
７
年
２
月
号
）

　

訓
子
府
町
内
に
橋
は
い
く
つ
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
町
内
を
流
れ
る
河
川
に
架
か
り
、
道
と
町
が
「
橋
き
ょ
う
り
ょ
う

梁
」
と

し
て
い
る
も
の
は
、
合
わ
せ
て
１
３
９
橋
あ
り
ま
す
。（
平
成
19
年
１
月
１
日
現
在
）。

　

町
が
管
理
し
て
い
る
町
道
上
に
あ
る
橋
は
、
98
橋
あ
り
、
延
長
が
最
も
長
い
の
は
、
穂
波
橋
＝
写
真
＝
で
１
６

５
・
７
ｍ
、
叶
橋
が
１
５
０
・
７
ｍ
、
清
住
橋
が
１
２
８
・
２
ｍ
と
続
き
ま
す
。
ま
た
現
在
架
け
替
え
中
の
中
の

沢
橋
は
約
５
ｍ
長
く
な
り
、
52
ｍ
と
な
り
ま
す
。

道
道
で
は
41
橋
で
、
長
い
の
は
日
の
出
橋
が
１
６
４
ｍ
、
訓
子
府
大
橋
が
１
５
８

ｍ
で
す
。
道
道
、
町
道
合
わ
せ
て
最
も
長
い
の
は
穂
波
橋
に
な
り
、
最
も
短
い
の

は
２
ｍ
（
橋
梁
と
さ
れ
る
最
低
延
長
）
で
、
道
道
、
町
道
合
わ
せ
て
６
橋
あ
り
ま

す
。

　

町
内
の
橋
の
総
延
長
は
、
２
，
３
４
３
・
57
ｍ
（
町
道
１
，
３
７
２
・
57
ｍ
、

道
道
９
７
１
ｍ
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
昨
年
４
月
に
廃
線
と
な
っ
た
ふ
る
さ
と
銀
河
線
の
橋
、
つ
ま
り
鉄

橋
は
町
内
に
７
橋
（
※
平
成
18
年
に
全
撤
去
）
あ
り
、
総
延
長
は
35
・
38
ｍ
で
す
。

※
令
和
２
年
８
月
１
日
現
在
、
１
３
９
橋
で
総
延
長
は
２
・
３
４
９
㎞
で
す
。
穂
波
橋
は
、
令
和
２
年
度
長
寿
命
化
工

事
が
完
了
し
ま
し
た
。
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